
　　別添回答様式

道路関係四公団民営化の基本的枠組みについて（回答様式）
－　今後検討すべき課題等　－

地方公共団体名 札　幌　市

1 　 新たな組織と役割

(1)機構と会社の設立

■意見

　公団の資産･債務を保有する「機構」と資産を有償で借受け道路を建設・管理する「新会社」に

分離する。

(2)道路資産の帰属と返済債務の考え方

■①支持する案がある（案－１－Ｂ）□ ②支持できない案がある（案－１－Ａ）□ ③どちらともいえない□
■上記の理由

債務完済時点で高速道路は国有化し無料開放されるべき。また高速道路は永久的な社会資本であることから，

短期的な債務返済だけにとらわれることなく，新規路線の建設を行いながら長期的に債務返済すべき。

すべき。

■その他意見

(3)地域分割

■①支持する案がある（案－2－C）□ ②支持できない案がある（案－２－　）□ ③どちらともいえない□
■上記の理由

地域格差を生じさせないため，残債務の管理に関してはプール性が望ましい。

■その他の意見

分割時期は経営安定時点とすべき。

2 新規建設

（１）建設にあたっての評価

■意見

評価にあたっては、採算性よりも高次医療の空白地域解消や物流の効率化等の外部効果を重く考慮すべき。

（２）新会社による建設の範囲とその仕組み

■①支持する案がある（案－3－Ｂ）□ ②支持できない案がある（案－3－Ａ）□ ③どちらともいえない□
■上記の理由

新会社が通行料金や自己調達資金を活用し、新会社の自主判断を尊重しつつ新規の高速道路整備を促進

できる。

■その他の意見



3 料金の性格と水準

(１)料金の性格と民間企業の収益確保

■①支持する案がある（案－４－Ｂ）□ ②支持できない案がある（案－4－Ａ）□ ③どちらともいえない□
■上記の理由

料金の基準には利潤を含まないようにすべき。

■その他意見

(2)料金の水準

■意見

料金は道路の規格･構造の見直し及び維持管理費のコスト縮減等により、１割程度引き下げを行うべき。

4 継承する資産・債務の内容･評価

（１）継承資産･債務の考え方

■意見

供用中の路線・区間は機構に継承し、ＳＡ・ＰＡ等については，収益事業資産として会社に承継すべき。

※ その他の意見 (道路公団関係４公団の民営化、基本的枠組み等について自由にお書きください）

　札幌市内高速道路網は既に完成しているが，北海道内においては高速道路の背骨ともいうべき北海

道縦貫道・北海道横断道すら完成されておらず、本州に比べ北海道の高速道路整備は大きく遅れてい

ると言わざるを得ない。

　物流の効率化や北海道の高次医療の空白地域の解消、また買物･レジャー圏の拡大や観光資源の有

効活用の観点からも道内高速道路の役割は大きく、医療･教育･商業施設といった高次都市機能が集中

している札幌市が今後とも経済・文化など様々な分野で道内中枢都市としての役割を果たしていくた

めには本市と地方を連絡する高速道路の整備が必要である。


